
2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（36/93)

② b) フィリプサイト脈と断層の最新面との関係による評価：鉱物脈法による評価の概要

２-65

薄片C （参考)
(IT-P-3-i孔 深度0.57ｍ～0.67ｍ)

フィリプサイトを検出

KとNaに富むフィリプサイトを確認

フィリプサイト脈を確認

• フィリプサイト脈は最新面の可能性のあるY面に
接して分布し，そのフィリプサイト脈中のフィリプ
サイトの微小結晶集合体に破壊は認められない。

―

薄片名 薄片A
(IT-P-3-ｆ孔 深度1.65ｍ～1.75ｍ)

薄片B
(IT-P-3-j孔 深度1.10ｍ～1.20ｍ)

断層内物質のX線分析 フィリプサイトを検出 フィリプサイトを検出

断層内物質のEPMA分析 KとNaに富むフィリプサイトを確認 －*２

薄
片
観
察

フィリプサイト脈の
確認

フィリプサイト脈を確認 フィリプサイト脈を確認

最新ゾーン・最新面
の認定*１（模式図）

フィリプサイト脈と
最新面との関係

• フィリプサイト脈は最新面を横切って分布し，変
位・変形は認められない。

• フィリプサイト脈は最新面を横切って分布し，変
位・変形は認められない。

フィリプサイト脈と
最新ゾーンとの関係

• フィリプサイト脈は最新面を含む最新ゾーンを横
切って分布し，変位・変形は認められない。

• フィリプサイト脈中のフィリプサイトの微小結晶集
合体は最新ゾーン内部に発達する最新面やR1面
を横切って晶出し，破壊は認められない。

• フィリプサイト脈は最新面を含む最新ゾーンを横
切って分布し，変位・変形は認められない。

• フィリプサイト脈中のフィリプサイトの微小結晶集
合体は最新ゾーン内部に発達する最新面やR1面
を横切って晶出し，破壊は認められない。

*１：最新ゾーン・最新面の定義は，本編資料P.2-66の「観察スケールによるsF-1断層の最新ゾーン・最新面等の認定の考え方」を参照。
*２：EPMA分析用薄片の位置は，フィリプサイトが認められる観察用薄片から約2mm程度離れており，微小なフィリプサイト脈は認められない。

• フィリプサイト脈と断層の最新面との切断関係が検討可能な２枚の薄片（薄片A及び薄片B）について， 鉱物脈法による評価の概要を示す。

• 薄片A及び薄片Bの観察では，フィリプサイト脈は最新面を横切って分布し，変位・変形は認められない。さらに，フィリプサイト脈は最新面を含む最新ゾーン
を横切って分布し，変位・変形は認められない。したがって，フィリプサイト脈形成以降の断層の活動はないと判断される。

• 薄片Cの観察では，フィリプサイト脈は最新面の可能性のあるY面に接して分布し，そのフィリプサイト脈中のフィリプサイトの微小結晶集合体に破壊は認めら
れない。このフィリプサイト脈は最新面を横切っていないものの，最新面の可能性のあるY面に接するフィリプサイトの微小結晶集合体に破壊がないことから，
フィリプサイト脈形成以降の断層活動はないと判断される。

微細な割れ目中の空隙等

フィリプサイト

フィリプサイト脈

粘土状破砕部

淡灰色火山礫凝灰岩

W
E

U
P

薄片作製時の分離

最新面

W
E

N

粘土状破砕部 粘土状破砕部

W
E

N

粘土状破砕部粘土状破砕部

最新ゾーン
（幅約0.2mm
～約0.3mm）

最新面

最新ゾーン
（幅約0.2mm
～約0.3mm）

最新面の可能性
のあるY面

最新ゾーン
（幅約0.2mm）



断層内部区分 特徴 観察レベル 概念図

破砕部
• 断層活動により岩盤中にせん断破砕が認められる破砕領域。
• 領域内に粘土あるいは角礫から成る断層内物質を伴う場合

が多い。 露頭，
コア，
CT，

研磨片
断層面

（粘土状破砕部）

• 破砕部中において細粒分が卓越し，最も直線性・連続性が良
いせん断面（主せん断面）を含む領域（詳細観察で幅を認識
できる場合は粘土状破砕部として示す）。

最新ゾーン※

• 断層面（粘土状破砕部）のうち，粘土鉱物の配列等による複
合面構造（Y面，R1面等）が卓越し，直線性・連続性が認めら
れ，最新面を含み，他の構造に切られない領域。

薄片

最新面
• 最新ゾーンの中で，最も直線性・連続性が認められる面。
• 複合面構造のY面に相当し，ステップする場合がある。

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（37/93)
２-66

② b) フィリプサイト脈と断層の最新面との関係による評価：最新面等の認定の考え方

観察スケールによるsF-１断層の最新ゾーン・最新面等の認定の考え方

断層面
（粘土状破砕部）

破砕部

最
新
ゾ
ー
ン

最新面 (Y面）

変位センス

最新面 (Y面）

鉱物脈法の適用に当たり，断層の最新活動時期を表す最新面等の認定の考え方を以下に示す。

• 最新面の認定においては，コア観察等により破砕部のうち断層面（粘土状破砕部）を確認し，薄片観察により最新面を認定する。

• 鉱物脈法による活動性評価は，断層の最新面と鉱物脈との関係により評価する。

※：最新ゾーンの幅は，薄片A，薄片B及び薄片Cの観察結果によると約0.2mm～約0.3mmである。注） 最新ゾーン及び最新面の特徴は，Bullock, et. al.（2014）14)のPSZ（Principal Slip Zone），
PSS（Principal Slip Surface）の考え方に基づく。



2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（38/93)

② b) フィリプサイト脈と断層の最新面との関係による評価：
薄片A（1/20）：評価の流れ

薄片Aの試料を対象に，フィリプサイト脈の確認（X線分析，EPMA分析，薄片観察），最新面
の認定（薄片観察）及び最新面を横切るフィリプサイト脈の変位・変形の有無の評価（薄片観
察）を実施する。

２-67

フィリプサイト脈の確認
【X線分析，EPMA分析，薄片観察】

薄片A

断層の最新面の認定
【薄片観察】

（本編資料P.2-68～P.2-77参照）

（本編資料P.2-79～P.2-82参照）

最新面を横切るフィリプサイト脈の
変位・変形の有無の評価

【薄片観察】

（本編資料P.2-83～P.2-87参照）

フィリプサイト脈の確認
【X線分析，薄片観察】

薄片B

断層の最新面の認定
【薄片観察】

（本編資料P.2-90～P.2-96参照）

（本編資料P.2-98～P.2-102参照）

最新面を横切るフィリプサイト脈の
変位・変形の有無の評価

【薄片観察】

（本編資料P.2-104～P.2-106参照）

フィリプサイト脈の確認
【X線分析，EPMA分析，薄片観察】

薄片C

断層の最新面の認定
【薄片観察】

（本編資料P.2-110～P.2-118参照）

（本編資料P.2-119～P.2-122参照）

最新面に接するフィリプサイト脈の
変位・変形の有無の評価

【薄片観察】

（本編資料P.2-123，2-124参照）



ボーリングコア写真

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩 凝灰角礫岩

２-68

断層内物質のX線分析結果（不定方位）
（斜長石と重複するフィリプサイトの回折ピークを除く）

② b) 薄片A（2/20）：フィリプサイト脈の確認（1/9）：X線分析

ICDD (2015)７） phillipsite-K (00-046-1427) に基づいて作成。

フィリプサイトの確認のため，断層内
物質のX線分析を実施した。

• 薄片Aの試料を採取したIT-P-3-f孔
では，断層面（粘土状破砕部）は淡灰
色火山礫凝灰岩と凝灰角礫岩の境界
に分布し，断層内物質を挟在する。

• 断層内物質のX線分析（不定方位）
の結果，フィリプサイトに特徴的な回
折ピーク（2θ=12.44°，17.57°等，
補足説明資料P.2-56参照）が認めら
れる。

IT-P-3-ｆ孔（深度１ｍ～２ｍ区間） 薄片試料採取区間： 1.65ｍ～1.75ｍ

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（39/93)

X線分析試料採取区間
（コア表面付近の断層内
物質を採取）

凡 例

断層面
（粘土状破砕部）断層面

（粘土状破砕部）

2θ CuKα (deg.)



W E

粘土状破砕部

粘土状破砕部

凝灰角礫岩 淡灰色火山礫凝灰岩

薄片作製反対側の半割コア研磨片（鉛直断面）

EPMA用薄片
作製位置

断層面
（粘土状破砕部）

ボーリングコア写真

CT画像（鉛直断面）
10cm0

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（40/93)

② b) 薄片A（3/20）：フィリプサイト脈の確認（2/9）：EPMA分析（1/4）：EPMA用薄片作製

凝灰角礫岩
凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩
凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

IT-P-3-ｆ孔（深度１ｍ～２ｍ区間）

反対側半割コア
（試料作製投影位置）

E

凝灰
角礫岩

淡灰色火山礫
凝灰岩

淡灰色火山礫
凝灰岩

２-69

薄片作製相当位置

2cm0

半割コアと
薄片A作製試料

E

W

凝灰
角礫岩

薄片作製位置

EPMA用薄片
作製相当位置

薄片試料採取区間： 1.65ｍ～1.75ｍ

フィリプサイト脈の確認のため，EPMA用薄片を作製する。

• IT-P-3-f孔のコア観察及びCT画像解析から，淡灰色火山礫凝灰岩と凝灰角礫岩の境界に
断層面（粘土状破砕部）が認められる。

• X線分析により，粘土状破砕部の断層内物質でフィリプサイトが検出された深度1.65ｍ～
1.75ｍ区間（本編資料P.2-68参照）で試料を採取し，EPMA用薄片を作製した。

粘土状破砕部 粘土状破砕部

断層面
（粘土状破砕部）

断層面
（粘土状破砕部）

上

上



２-70

オープンニコル

凝灰角礫岩

粘土状破砕部

EPMA用薄片
（クロスニコル）

粘土状破砕部

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（41/93)

EPMA用薄片
(オープンニコル）

EPMA用薄片
(クロスニコル）

EPMA組成像EPMA用薄片
(オープンニコル）

2cm0

2mm0

2mm0

フィリプサイトの結晶が認められる

細粒で自形結晶は認められ
ないがフィリプサイトが分布
する

0.2mm0 0.1mm0

② b) 薄片A（4/20）：フィリプサイト脈の確認（3/9）：EPMA分析（2/4）：EPMA用薄片観察

粘土状破砕部

• EPMA用薄片では，粘土状破砕
部近傍の凝灰角礫岩中に，オープ
ンニコルでやや褐色を帯びた灰色
を呈し，クロスニコルで暗色を呈す
る低屈折率・低複屈折（補足説明
資料P.2-56参照）のフィリプサイト
が脈状に連なるフィリプサイト脈が
認められ，微細な割れ目をフィリプ
サイトの柱状結晶が充填している。

• EPMA分析*による組成像でも，薄
片と同じ位置にフィリプサイト脈が
認められる。

最新
ゾーン

凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

*：EPMA分析は，日本電子株式会社製 JXA-8230 を使用した。

フィリプサイト脈の両端



EPMA分析による元素マップ

２-71

組成像 K2O Na2O

SiO2 Al2O3CaO

Pl

Pl

Pl

Pl

Pl

Pl

Pl

Ti

Pl

Pl

Pl

Pl

Pl

Pl

Pl

Pl

Pl

Pl

Pl

Pl

Pl

Pl

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（42/93)

0.1mm0

KとNaに富むフィリプサイトの化学組成 ICDD (2015)７） phillipsite-K (00-046
-1427) ：SiO2 52.07%，Al2O3 19.25%，Na2O 7.55%，K2O 5.84% ，CaO 1.22%

② b) 薄片A（5/20）：フィリプサイト脈の確認（4/9）：EPMA分析（3/4）：元素マップ（1/2）

• EPMA分析の結果，薄片観察で確認されたフィリプサイト脈には，K2O・Na2Oがそれぞれ約５％～約８％，SiO2が約50％～約60％，Al2O3が約18％～
約20％含まれ，CaO及び他の主要化学成分（本編資料P.2-72参照）はほとんど検出されない。

• 薄片観察で確認されたフィリプサイト脈の化学組成は文献に示されたKとNaに富むフィリプサイトの化学組成とほぼ一致する。

Pl ： 灰長石成分に富む斜長石 Ti ： Ti・Feに富む金属酸化物：フィリプサイト脈の両端



MnO

２-72

TiO2 FeO

SO3

0.1mm0

MgO

Ti Ti

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（43/93)

EPMA分析による元素マップ

② b) 薄片A（6/20）：フィリプサイト脈の確認（5/9）：EPMA分析（4/4）：元素マップ（2/2）

EPMA分析の結果，薄片観察で確認されたフィリプサイト脈には，その他の主要化学成分はほとんど検出されない。

Ti ： Ti・Feに富む金属酸化物：フィリプサイト脈の両端

KとNaに富むフィリプサイトの化学組成 ICDD (2015)７） phillipsite-K (00-046
-1427) ：SiO2 52.07%，Al2O3 19.25%，Na2O 7.55%，K2O 5.84% ，CaO 1.22%



（余白）

２-73



W E

凝灰角礫岩 淡灰色火山礫凝灰岩

薄片作製反対側の半割コア研磨片（鉛直断面）

EPMA用薄片
作製位置

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（44/93)

② b) 薄片A（7/20）：フィリプサイト脈の確認（6/9）：薄片観察（1/4）：薄片作製

反対側半割コア
（試料作製投影位置）

E

凝灰
角礫岩

２-74

薄片作製相当位置

2cm0

半割コアと
薄片A作製試料

E

W

凝灰
角礫岩

EPMA用薄片
作製相当位置

薄片作製位置

淡灰色火山礫
凝灰岩

淡灰色火山礫
凝灰岩

フィリプサイト脈の確認のため，薄片観察用の薄片を作製する。

• IT-P-3-f孔のコア観察及びCT画像解析から，淡灰色火山礫凝灰岩と凝灰角礫岩の境界に
断層面（粘土状破砕部）が認められる。

• X線分析により，粘土状破砕部の断層内物質でフィリプサイトが検出された深度1.65ｍ～
1.75ｍ区間（本編資料P.2-68参照）で試料を採取し，薄片Aを作製した。

IT-P-3-ｆ孔（深度１ｍ～２ｍ区間） 薄片試料採取区間： 1.65ｍ～1.75ｍ

ボーリングコア写真

CT画像（鉛直断面）
10cm0

凝灰角礫岩
凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩
凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

粘土状破砕部

粘土状破砕部

粘土状破砕部 粘土状破砕部

断層面
（粘土状破砕部）

断層面
（粘土状破砕部）

断層面
（粘土状破砕部）

上

上



薄片(試料下面を上から見る。左：オープンニコル，右：クロスニコル）

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（45/93)

粘土状破砕部 粘土状破砕部 粘土状破砕部

2cm0

粘土状破砕部

粘土状破砕部

薄片作製後のチップ
(試料下面の画像を左右反転)

粘土状破砕部

凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

② b) 薄片A（8/20）：フィリプサイト脈の確認（7/9）：薄片観察（2/4）

• IT-P-3-f孔の深度1.65ｍ～1.75ｍ区間の半割
コアから粘土状破砕部を水平方向に横断する
薄片Aを作製した。

• チップと薄片の画像では，直線的で明瞭な粘
土状破砕部が認められる。

２-75



凝灰角礫岩 凝灰角礫岩

薄片（クロスニコル）

凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

粘土状
破砕部

凝灰角礫岩

粘土状破砕部

凝灰角礫岩

粘土状破砕部

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（46/93)

薄片(オープンニコル）

薄片(クロスニコル）

拡大写真位置（本編資料P.2-77参照）

20mm0

2mm0

2mm0

② b) 薄片A（9/20）：フィリプサイト脈の確認（8/9）：薄片観察（3/4）

粘土状破砕部

粘土状破砕部
粘土状破砕部

粘土状破砕部
粘土状破砕部

粘土状破砕部 粘土状破砕部

粘土状破砕部中には，オープンニコ
ルでやや褐色を帯びた灰色を呈し，ク
ロスニコルで暗色を呈する低屈折率・
低複屈折（補足説明資料P.2-56参
照）のフィリプサイトが脈状に連なる
フィリプサイト脈が認められる。

拡大範囲

最新ゾーン

最新ゾーン

２-76

フィリプサイト脈の両端

最新面(Y面)



0.2mm0
拡大写真 薄片（オープンニコル）解釈線なし

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（47/93)

② b) 薄片A（10/20）：フィリプサイト脈の確認（9/9）：薄片観察（4/4）

最
新

ゾ
ー

ン

0.2mm0
拡大写真 薄片（オープンニコル）解釈線有り

粘土状破砕部中には，オープンニコルでやや褐色を帯びた灰色を呈し，クロスニコルで暗色を呈する低屈折率・低
複屈折（補足説明資料P.2-56参照）のフィリプサイトが脈状に連なるフィリプサイト脈が認められる（クロスニコルの薄
片写真は本編資料P.2-82参照）。

最新面(Y面)
最新面(Y面)

最新面(Y面)

最
新

ゾ
ー

ン
(推

定
)

２-77

北方の
最新面(Y面)
（本編資料

P.2-79参照）
に繋がる位置

フィリプサイトの
微小結晶集合体の外周

フィリプサイト脈



（余白）

２-78



注） 最新面(Y面)とフィリプサイト脈との関係を確認している範囲（拡大

写真位置：白枠内）以外には，薄片作製時の分離により，最新面(Y

面)の認定が困難な部分があるが，最新ゾーンの認定は可能である。

凝灰角礫岩

粘土状破砕部

凝灰角礫岩

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（48/93)

薄片(オープンニコル）

薄片(クロスニコル）

拡大写真位置（本編資料P.2-81, 2-82参照）

2mm0

2mm0

② b) 薄片A（11/20）：断層の最新面の認定（1/4）：薄片観察（1/4）

粘土状破砕部

粘土状破砕部
粘土状破砕部

凝灰角礫岩 凝灰角礫岩

粘土状破砕部
粘土状破砕部

粘土状破砕部 粘土状破砕部

回転写真位置（本編資料P.2-80参照）

薄片（クロスニコル）

凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

20mm0

拡大範囲

粘土状
破砕部

粘土状破砕部

最新面の認定のため，粘土状破砕部の
薄片観察を行った。

• 粘土状破砕部において，粘土鉱物の
配列等が卓越し，直線的に連続する幅
約0.2ｍｍ～約0.3ｍｍの最新ゾーンが認
められ，最新ゾーンに含まれる最も直線
性・連続性が認められる面を最新面(Y
面)として認定した。

• 最新面(Y面)は画像中央部でステップ
しており，sF-１断層の右横ずれの変位
センスと整合的である。

• 画像中央部では，最新面(Y面)及び最
新面(Y面)を含む最新ゾーンを横切るフィ
リプサイト脈が認められるため，拡大写
真位置で検討する。

最新ゾーン

最新ゾーン

２-79

フィリプサイト脈の両端 最新面(Y面)

本編資料P.2-81～P.2-83に記載の最新面(Y面)に繋がる北方の最新面(Y面)。



0 1mm

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（49/93)

② b) 薄片A（12/20）：断層の最新面の認定（2/4）：薄片観察（2/4）

回転写真 薄片（クロスニコル） 時計回りにステージを 0°回転

回転写真 薄片（クロスニコル） 時計回りにステージを 30°回転

回転写真 薄片（クロスニコル） 時計回りにステージを 60°回転

最新ゾーン

最新ゾーン

最新ゾーン

ニコル振動方向

回転角0°

• クロスニコル下でステージを
回転することにより，最新ゾー
ンでは，周囲の粘土状破砕部
に比べて，粘土鉱物の配列が
卓越して認められる。

• 詳細観察では複合面構造が
卓越して認められる(本編資料
P.2-82参照)。

ニコル振動方向

回転角60°

ニコル振動方向

回転角30°

２-80



0.2mm0
拡大写真 薄片（オープンニコル）解釈線なし

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（50/93)

0.2mm0
拡大写真 薄片（オープンニコル）解釈線有り＊

R1

P

P

R1
P

最新面(Y面)

R1

P

R1

P

最新面(Y面)

Y

Y
R1

最
新

ゾ
ー

ン

最
新

ゾ
ー

ン

P

(推
定

)

R1

金川(2011)１）を左右反転

② b) 薄片A（13/20）：断層の最新面の認定（3/4）：薄片観察（3/4）

粘土状破砕部において，粘土鉱物の配列等による右横ずれの変位センスを示す複合面構造が卓越して認
められ，直線的に連続する幅約0.2ｍｍ～約0.3ｍｍの部分を，最新ゾーンとして認定し，最新ゾーンに含まれ
る最も直線性・連続性が認められる面を最新面(Y面)として認定した（本編資料P.2-82参照）。

P

R1

最新面(Y面)

*：薄片写真及び薄片スケッチに

示す複合面構造（P面，R1面）

は，変位センスが認められる

主なものを記載。

２-81

北方の
最新面(Y面)
（本編資料

P.2-79参照）
に繋がる位置



R1

P

R1
P

最新面(Y面)

R1

P

R1

P

最新面(Y面)

Y

Y
R1

最
新

ゾ
ー

ン

最
新

ゾ
ー

ン

P

0.2mm0

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（51/93)
最

新
ゾ

ー
ン

P

R1

R1
P

最新面(Y面)
最新面(Y面)

Y
Y

R1

最
新

ゾ
ー

ン

P

R1

P

R1
P

0.2mm0

(推
定

)
(推

定
)

金川(2011)１）を左右反転

R1

R1

R1

R1

複合面構造から
判定される変位
センス

P

P

P

P

② b) 薄片A（14/20）：断層の最新面の認定（4/4）：薄片観察（4/4）

最新面(Y面)

最新面(Y面)

２-82

北方の
最新面(Y面)
（本編資料

P.2-79参照）
に繋がる位置

北方の
最新面(Y面)
（本編資料

P.2-79参照）
に繋がる位置

薄片スケッチ*

*：薄片写真及び薄片スケッチに

示す複合面構造（P面，R1面）

は，変位センスが認められる

主なものを記載。

粘土状破砕部において，粘土鉱物の配列等による右横ずれの変位センスを示す複合面
構造が卓越して認められ，直線的に連続する幅約0.2ｍｍ～約0.3ｍｍの部分を，最新ゾー
ンとして認定し，最新ゾーンに含まれる最も直線性・連続性が認められる面を最新面(Y面)と
して認定した。

フィリプサイト脈及びフィリプ

サイトの微小結晶集合体
最新ゾーン

拡大写真 薄片（クロスニコル）＊



R1

P

R1
P

最新面(Y面)

R1

P

R1

PY

Y
R1

最
新

ゾ
ー

ン

最
新

ゾ
ー

ン

P

0.2mm0

最
新

ゾ
ー

ン

P

R1

R1
P

最新面(Y面)

Y
Y

R1

最
新

ゾ
ー

ン

P

R1

P

R1
P

0.2mm0

(推
定

)
(推

定
)

R1

R1

R1

R1

P

P

P

P

最新面(Y面)

２-83

北方の
最新面(Y面)
（本編資料

P.2-79参照）
に繋がる位置

北方の
最新面(Y面)
（本編資料

P.2-79参照）
に繋がる位置

フィリプサイト脈及びフィリプ

サイトの微小結晶集合体
最新ゾーン

拡大写真 薄片（クロスニコル）＊

詳細写真 ａ３
（本編資料P.2-87参照）

詳細写真 ａ１
（本編資料P.2-84参照）

詳細写真 ａ２
（本編資料P.2-85，2-86参照）

最新面(Y面)

最新面(Y面)

最新ゾーン内部の微細な割れ目にフィリプサイトの微

小結晶集合体が認められ，破壊は認められない。

フィリプサイト脈は，最新面(Y面)を横切って分布し，変位・変形は認められない。最新面(Y面)の
延長部にあるフィリプサイトの微小結晶集合体に破壊は認められない（本編資料P.2-84参照）。

最新面(Y面)

• フィリプサイト脈は，最新ゾーンの西側（右上）及び東側（左下）で，最新面(Y面)を横切って分布し，変位・変形は認められない。
• さらに，フィリプサイト脈は，最新面(Y面)及びR1面を含む最新ゾーンを横切って分布し，変位・変形は認められない。
• フィリプサイト脈中のフィリプサイトの微小結晶集合体は，最新ゾーン西側で，最新面(Y面)を横切って晶出し，フィリプサイトの微小結

晶集合体の晶出後に破壊は認められない（本編資料P.2-84 詳細写真 a１参照）。
• フィリプサイト脈中のフィリプサイトの微小結晶集合体は，最新ゾーン東側で，最新面(Y面)及びR1面を横切って晶出し，フィリプサイトの

微小結晶集合体の晶出後に破壊は認められない（本編資料P.2-85，2-86 詳細写真 a２参照）。
• 以上のことから，フィリプサイト脈形成以降の断層活動はないと判断される。

金川(2011)１）を左右反転

フィリプサイト脈は，最新面(Y面)を横切って分布し，変位・変形は認め
られない。最新面(Y面)及びR1面の延長部にあるフィリプサイトの微小
結晶集合体に破壊は認められない（本編資料P.2-84，2-85参照）。

*：薄片写真及び薄片スケッチに示す複合面構造（P面，R1面）は，変
位センスが認められる主なものを記載。

薄片スケッチ*

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（52/93)

② b) 薄片A（15/20）：最新面を横切るフィリプサイト脈の変位・変形の有無の評価（1/5）：薄片観察（1/5）



最新面(Y面)

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（53/93)

詳細写真 ａ１ 薄片（オープンニコル）解釈線なし 詳細写真 ａ１ 薄片（オープンニコル）解釈線有り
0 0.1mm

最新ゾーン西側のフィリプサイトの微小結晶集合体

• 詳細写真ａ１では，フィリプサイト脈は最新ゾーン西側の最新面(Y面)を横切って分布し，変位・変形は認められない。
• フィリプサイト脈中のフィリプサイトの微小結晶集合体は，最新ゾーンの内部と外部で性状に違いはなく，最新ゾーン形成後の再結晶や破壊は認め

られない。
• したがって，フィリプサイト脈形成以降の断層活動はないと判断される。

② b) 薄片A（16/20）：最新面を横切るフィリプサイト脈の変位・変形の有無の評価（2/5）：薄片観察（2/5）

最
新

ゾ
ー

ン

薄片スケッチ

詳細写真 ａ１

(推
定

)

２-84

フィリプサイトの
微小結晶集合体の外周

フィリプサイト脈

薄片作製時の分離面

北方の
最新面(Y面)
（本編資料

P.2-79参照）
に繋がる位置



2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（54/93)

詳細写真 ａ２ 薄片（オープンニコル）解釈線なし 0 0.1mm

最新ゾーン東側のフィリプサイトの微小結晶集合体

② b) 薄片A（17/20）：最新面を横切るフィリプサイト脈の変位・変形の有無の評価（3/5）：薄片観察（3/5）

薄片スケッチ

詳細写真 ａ２

（解釈線なし）

２-85



薄片スケッチ

詳細写真 ａ２

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（55/93)

オープンニコル

P

R1

P

0 0.1mm詳細写真 ａ２ 薄片（オープンニコル）解釈線有り

最新ゾーン東側のフィリプサイトの微小結晶集合体

金川(2011)１）を左右反転

② b) 薄片A（18/20）：最新面を横切るフィリプサイト脈の変位・変形の有無の評価（4/5）：薄片観察（4/5）

最
新

ゾ
ー

ン

最
新

ゾ
ー

ン

• 詳細写真ａ２では，フィリプサイト脈は最新ゾーン東側の最新面(Y面)及び最新面(Y面)形成に伴う複合面構造の一つであるR1面を横切って分布し，変位・変
形は認められない。

• フィリプサイト脈中のフィリプサイトの微小結晶集合体は，最新ゾーンの内部と外部で性状に違いはなく，最新ゾーン形成後の再結晶や破壊は認められない。
• したがって，フィリプサイト脈形成以降の断層活動はないと判断される。

（解釈線有り）

２-86

フィリプサイトの
微小結晶集合体の外周

フィリプサイト脈



詳細写真 ａ３

薄片スケッチ

最新面(Y面)

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（56/93)

詳細写真 ａ３ 薄片（オープンニコル）解釈線なし 詳細写真 ａ３ 薄片（オープンニコル）解釈線有り
0 0.1mm

最新ゾーン内部のフィリプサイトの微小結晶集合体

• 詳細写真ａ３では，最新ゾーン内部に分布するフィリプサイト脈中にはフィリプサイトの微小結晶集合体が認められ，その中のフィリプサイトの
微小な柱状結晶は最新面(Y面)に直交する方向へ晶出し，破壊は認められない。

• したがって，フィリプサイト脈形成以降の断層活動はないと判断される。

② b) 薄片A（19/20）：最新面を横切るフィリプサイト脈の変位・変形の有無の評価（5/5）：薄片観察（5/5）

最
新

ゾ
ー

ン

２-87

フィリプサイトの
微小結晶集合体の外周

フィリプサイト脈



2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（57/93)

② b) フィリプサイト脈と断層の最新面との関係による評価：
薄片A（20/20）：まとめ

【フィリプサイト脈の確認】

X線分析，EPMA分析及び薄片観察により，フィリプサイト脈を確認した。
• X線分析により，断層内物質中にフィリプサイトが検出される。

• EPMA分析により，EPMA用薄片で観察されるフィリプサイト脈は，元素マップでKとNaに富むフィリプサイトの化学組成に一致する
ことを確認した。

• 薄片観察により，粘土状破砕部中に低屈折率及び低複屈折のフィリプサイトが脈状に連なるフィリプサイト脈を確認した。

【最新面の認定】

薄片観察により，粘土状破砕部中において，粘土鉱物の配列等による右横ずれセンスを示す複合面構造が卓
越して認められ，直線的に連続する幅約0.2ｍｍ～約0.3ｍｍの部分を，最新ゾーンとして認定し，最新ゾーンに含
まれる最も直線性・連続性が認められる面を最新面(Y面)として認定した。

【最新面を横切るフィリプサイト脈の変位・変形の有無の評価】

• フィリプサイト脈は，最新面(Y面)を横切って分布し，変位・変形は認められない。
• フィリプサイト脈は，最新面(Y面)及びR1面を含む最新ゾーンを横切って分布し，変位・変形は認められない。
• フィリプサイト脈中のフィリプサイトの微小結晶集合体は，最新ゾーン内部に発達する最新面(Y面)やR1面を横
切って晶出し，フィリプサイトの微小結晶集合体の晶出後に破壊は認められない。

• したがって，フィリプサイト脈形成以降の断層活動はないと判断される。

薄片Aの観察によりフィリプサイト脈は最新面を横切って分布し，変位・変形は認められない
ことから，前期更新世に生成したフィリプサイト脈の形成以降の断層活動はなく，sF-１断層
は後期更新世以降の活動はないと判断される。

２-88



２-89

フィリプサイト脈の確認
【X線分析，EPMA分析，薄片観察】

薄片A

断層の最新面の認定
【薄片観察】

（本編資料P.2-68～P.2-77参照）

（本編資料P.2-79～P.2-82参照）

最新面を横切るフィリプサイト脈の
変位・変形の有無の評価

【薄片観察】

（本編資料P.2-83～P.2-87参照）

フィリプサイト脈の確認
【X線分析，薄片観察】

薄片B

断層の最新面の認定
【薄片観察】

（本編資料P.2-90～P.2-96参照）

（本編資料P.2-98～P.2-102参照）

最新面を横切るフィリプサイト脈の
変位・変形の有無の評価

【薄片観察】

（本編資料P.2-104～P.2-106参照）

フィリプサイト脈の確認
【X線分析，EPMA分析，薄片観察】

薄片C

断層の最新面の認定
【薄片観察】

（本編資料P.2-110～P.2-118参照）

（本編資料P.2-119～P.2-122参照）

最新面に接するフィリプサイト脈の
変位・変形の有無の評価

【薄片観察】

（本編資料P.2-123，2-124参照）

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（58/93)

薄片Bの試料を対象に，フィリプサイト脈の確認（X線分析，薄片観察），最新面の認定（薄
片観察）及び最新面を横切るフィリプサイト脈の変位・変形の有無の評価（薄片観察）を実施
する。

② b) フィリプサイト脈と断層の最新面との関係による評価：
薄片B（1/17）：評価の流れ



② b) 薄片B（2/17）：フィリプサイト脈の確認（1/7）：X線分析

断層面
（粘土状破砕部）

断層面
（粘土状破砕部）

ボーリングコア写真

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩凝灰角礫岩

２-90

IT-P-3-j孔（深度１ｍ～２ｍ区間） 薄片試料採取区間： 1.10ｍ～1.20ｍ

フィリプサイトの確認のため，断層内物
質のX線分析を実施した。

• 薄片Bの試料を採取したIT-P-3-j孔で
は，断層面（粘土状破砕部）は淡灰色
火山礫凝灰岩と凝灰角礫岩の境界に
分布し，断層内物質を挟在する。

• 断層内物質のX線分析（不定方位）の
結果，フィリプサイトに特徴的な回折
ピーク（2θ=12.44°，17.57°等，補足
説明資料P.2-56参照）が認められる。

断層内物質のX線分析結果（不定方位）
（斜長石と重複するフィリプサイトの回折ピークを除く）

ICDD (2015)７） phillipsite-K (00-046-1427) に基づいて作成。

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（59/93)

X線分析試料採取区間
（コア表面付近の断層内
物質を採取）

凡 例

2θ CuKα (deg.)



凝灰
角礫岩

淡灰色
火山礫
凝灰岩

反対側半割コア
（試料作製投影位置）

W

凝灰
角礫岩

淡灰色
火山礫
凝灰岩

半割コアと
薄片B作製試料

E E

W

粘土状破砕部

粘土状破砕部

E

２-91

ボーリングコア写真

CT画像（鉛直断面）
10cm0

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（60/93)

IT-P-3-j孔（深度１ｍ～２ｍ区間）

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩凝灰角礫岩

凝灰角礫岩 淡灰色火山礫
凝灰岩

薄片作製相当位置 2cm0

薄片作製反対側の半割コア研磨片（鉛直断面）

薄片作製位置

薄片試料採取区間： 1.10ｍ～1.20ｍ

フィリプサイト脈の確認のため，薄片観察用の薄片を作製する。

• IT-P-3-j孔のコア観察及びCT画像解析から，淡灰色火山礫凝灰岩と凝灰角礫岩の境界
に断層面（粘土状破砕部）が認められる。

• X線分析により，粘土状破砕部の断層内物質でフィリプサイトが検出された付近の深度1.10
ｍ～1.20ｍ区間（本編資料P.2-90参照）で試料を採取し，薄片Bを作製した。

② b) 薄片B（3/17）：フィリプサイト脈の確認（2/7）：薄片観察（1/6）：薄片作製

粘土状破砕部 粘土状破砕部

断層面
（粘土状破砕部）

断層面
（粘土状破砕部）

断層面
（粘土状破砕部）

断層面
（粘土状破砕部） 上

上



薄片 (チップ下面を上から見る，左：オープンニコル，右：クロスニコル）

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（61/93)

薄片作製後のチップ
(チップ下面の画像を左右反転)

２-92

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

2cm0

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

• IT-P-3-j孔の1.10ｍ～1.20ｍ区間の半割コアから粘土状破砕部を水平方向に横断する薄片Bを作製した。

• チップと薄片の画像では，おおむね直線的な粘土状破砕部が認められる。

② b) 薄片B（4/17）：フィリプサイト脈の確認（3/7）：薄片観察（2/6）

粘土状
破砕部

粘土状
破砕部

粘土状
破砕部

粘土状
破砕部

2cm0

粘土状
破砕部

粘土状
破砕部



2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（62/93)

薄片（クロスニコル） 20mm0

拡大範囲

２-93

2mm0
薄片(オープンニコル） 薄片(クロスニコル）

拡大写真位置
（本編資料P.2-94参照）

② b) 薄片B（5/17）：フィリプサイト脈の確認（4/7）：薄片観察（3/6）

粘土状破砕部中には，オープンニコルでやや褐色を帯
びた灰色を呈し，クロスニコルで暗色を呈する低屈折率・
低複屈折（補足説明資料P.2-56参照）のフィリプサイトが
脈状に連なるフィリプサイト脈が長さ約２ｍｍ～約３ｍｍで
認められる。

粘土状
破砕部

粘土状
破砕部

フィリプサイト脈の両端 最新面(Y面)



拡大写真 薄片(クロスニコル）

0 1mm0 1mm

詳細写真 ｂ１
（本編資料P.2-95参照）

詳細写真 ｂ２
（本編資料P.2-96参照）

• フィリプサイト脈は，薄片作製時の分離面*により，詳細写真ｂ１-ｂ２の間で不連続となっている。

• 詳細写真ｂ１-ｂ２間におけるフィリプサイト脈の方向・幅・不規則な形状は類似しており，本来一連で
あったか，少なくとも同じ成因で形成されたと考えられることから，同じフィリプサイト脈として一括する。

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（63/93)
２-94

② b) 薄片B（6/17）：フィリプサイト脈の確認（5/7）：薄片観察（4/6）

*：薄片作製時の分離面の詳細については，本編資料P.2-99を参照。

フィリプサイト脈の両端

薄片作製時の分離面

最新面(Y面)

拡大写真 薄片(オープンニコル） 薄片作製時の分離面*

薄片作製時の分離面*



フィリプサイトの
微小結晶集合体の外周

フィリプサイト脈

薄片作製時の分離面

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（64/93)
２-95

詳細写真 ｂ１ 薄片(オープンニコル）解釈線なし 詳細写真 ｂ１ 薄片(オープンニコル）解釈線有り 0.2mm0

② b) 薄片B（7/17）：フィリプサイト脈の確認（6/7）：薄片観察（5/6）

詳細写真ｂ１の粘土状破砕部中には，オープンニコルでやや褐色を帯びた灰色を呈し，クロスニコルで暗色を
呈する低屈折率・低複屈折（補足説明資料P.2-56参照）のフィリプサイトが脈状に連なるフィリプサイト脈が認め
られる（クロスニコルの薄片写真は本編資料P.2-102参照）。



フィリプサイトの
微小結晶集合体の外周

フィリプサイト脈

Pl 斜長石

Pl

Pl

Pl

Pl

Pl

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（65/93)

0.2mm0

２-96

詳細写真ｂ２の微細な割れ目には，オープンニコルでやや褐色を帯びた灰色を
呈し，クロスニコルで暗色を呈する低屈折率・低複屈折（補足説明資料P.2-56参
照）のフィリプサイトが脈状に連なるフィリプサイト脈が認められ，その壁面や内部
にはフィリプサイトの微小結晶集合体が認められる。

詳細写真 ｂ２ 薄片（オープンニコル）

詳細写真 ｂ２ 薄片（クロスニコル）

薄片（オープンニコル）

② b) 薄片B（8/17）：フィリプサイト脈の確認（7/7）：薄片観察（6/6）

0.1mm0

フィリプサイトの微小結晶集合体

微細な割れ目の内側
へ成長するフィリプサイ
トの微小結晶集合体



（余白）

２-97



2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（66/93)

薄片（クロスニコル） 20mm0

拡大範囲

２-98

最新面の認定のため，粘土状破砕部の薄片観察を行った。

• 粘土状破砕部には，直線的に連続する幅約0.2ｍｍ～約0.3ｍｍの最新ゾーンが認められ，
粘土鉱物の配列等が卓越し，右横ずれの変位センスを示す。

• 最新ゾーンに含まれる最も直線性・連続性が認められる面を最新面(Y面)として認定した。

2mm0薄片(オープンニコル） 薄片(クロスニコル）

② b) 薄片B（9/17）：断層の最新面の認定（1/5）：薄片観察（1/5）

拡大写真位置
（本編資料P.2-99参照）

粘土状
破砕部

粘土状
破砕部

P

R1

金川 (2011)1）を左右反転

フィリプサイト脈の両端

複合面構造から判定
される変位センス

最新面(Y面)



2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（67/93)
２-99

• 粘土状破砕部には，直線的に連続する幅約0.2ｍｍ～約0.3ｍｍの最新ゾーンが認められ，粘土鉱物の配列
等が卓越し，右横ずれの変位センスを示す。

• 最新ゾーンに含まれる最も直線性・連続性が認められる面を最新面(Y面)として認定した。

• なお，最新面(Y面)は，写真中央の割れ目により約0.2ｍｍのずれが認められるが（最新面(Y面)のずれ①：写
真の〇印部分），これは割れ目両壁の形状が一致しその間を薄片作製時の樹脂が埋めていることから，薄片
作製時に分離・開口したことにより，見掛け上ずれているように見えるものである（薄片作製時の分離面の矢
印参照）。したがって，割れ目を挟んだ最新面(Y面)は一連のものと認定できることから，フィリプサイト脈を後
述の活動性評価に用いることは可能と判断される。

② b) 薄片B（10/17）：断層の最新面の認定（2/5）：薄片観察（2/5）

拡大写真 薄片(オープンニコル） 拡大写真 薄片(クロスニコル）薄片作製時の分離面

薄片作製時の分離面

最新面(Y面)のずれ① 最新面(Y面)のずれ②
（本編資料P.2-101参照）

フィリプサイト脈の両端

薄片作製時の分離面

最新面(Y面)

0 1mm

回転写真位置（本編資料P.2-100参照）



2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（68/93)
２-100

0 0.5mm

回転写真 薄片（クロスニコル） 時計回りにステージを 0°回転

回転写真 薄片（クロスニコル） 時計回りにステージを 60°回転回転写真 薄片（クロスニコル） 時計回りにステージを 30°回転

ニコル振動方向

回転角0°

② b) 薄片B（11/17）：断層の最新面の認定（3/5）：薄片観察（3/5）

• クロスニコル下でステージを回転することにより，最新
ゾーンでは，周囲の粘土状破砕部に比べて，粘土鉱物の
配列が卓越して認められる。

• 詳細観察では複合面構造が卓越して認められる(本編資
料P.2-102参照)。

詳細写真 ｂ３ （本編資料P.2-101, 2-102参照）

複合面構造から
判定される変位
センス

ニコル振動方向

回転角30°

ニコル振動方向

回転角60°



• 粘土状破砕部において，粘土鉱物の配列等による右横ずれの変位センスを示す複合面構造が卓
越して認められ，直線的に連続する幅約0.2ｍｍ～約0.3ｍｍの部分を，最新ゾーンとして認定し，最
新ゾーンに含まれる最も直線性・連続性が認められる面を最新面(Y面)として認定した。

• なお，最新ゾーン東側の最新面(Y面)にわずかなずれが認められるが（最新面(Y面)のずれ②：写真
の○印部分），微細な割れ目の両壁の形状が一致し，内部にフィリプサイトの結晶が晶出していること
から，最新面(Y面)形成後，フィリプサイト脈形成前に，微細な割れ目が開口した際に生じたものと考
えられる。したがって，わずかなずれを挟んだ最新面(Y面)は一連のものと認定できることから，フィリ
プサイト脈を後述の活動性評価に用いることは可能と判断される。

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（69/93)
２-101

詳細写真 ｂ３ 薄片(オープンニコル）解釈線なし 詳細写真 ｂ３ 薄片(オープンニコル）解釈線有り* 0.2mm0

② b) 薄片B（12/17）：断層の最新面の認定（4/5）：薄片観察（4/5）

R1 P

P

R1

R1

P R1

R1

P

P

R1

P

金川(2011)１）を左右反転

最新面(Y面)のずれ②

*：薄片写真及び薄片スケッチに

示す複合面構造（P面，R1面）

は，変位センスが認められる

主なものを記載。

複合面構造から
判定される変位
センス

薄片作製時の
分離面



*：薄片写真及び薄片スケッチに

示す複合面構造（P面，R1面）

は，変位センスが認められる

主なものを記載。

ニコル振動方向

回転角30°

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（70/93)
２-102

金川(2011)１）を左右反転

② b) 薄片B（13/17）：断層の最新面の認定（5/5）：薄片観察（5/5）

複合面構造から
判定される変位
センス

• 粘土状破砕部において，粘土鉱物の配列等による右横ずれの変位センスを示す複合面構造が卓越して認
められ，直線的に連続する幅約0.2ｍｍ～約0.3ｍｍの部分を，最新ゾーンとして認定し，最新ゾーンに含まれ
る最も直線性・連続性が認められる面を最新面(Y面)として認定した。

• なお，最新ゾーン東側の最新面(Y面)にわずかなずれが認められるが（最新面(Y面)のずれ②：スケッチの
○印部分），微細な割れ目の両壁の形状が一致し，内部にフィリプサイトの結晶が晶出していることから，最
新面(Y面)形成後，フィリプサイト脈形成前に，微細な割れ目が開口した際に生じたものと考えられる。した
がって，わずかなずれを挟んだ最新面(Y面)は一連のものと認定できることから，フィリプサイト脈を後述の活
動性評価に用いることは可能と判断される。

最新面(Y面)のずれ②

R1 P

P

R1

R1

P R1

R1

P

P

R1

P

詳細写真 ｂ３ 薄片(クロスニコル） *
0.2mm0

R1

P

R1

R1

R1

R1

R1

P

P
P

P

P

薄片スケッチ*

フィリプサイト脈及
びフィリプサイトの
微小結晶集合体

粘土鉱物が強い
配向を示す断層
内物質

岩片・鉱物片

スケッチ 凡例

薄片作製時の
分離面

粘土鉱物の配向が
弱い断層内物質

最新ゾーン
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0.2mm0

R1

P

R1

R1

R1

R1

R1

P

P
P

P

P

薄片スケッチ*

*：薄片写真及び薄片スケッチに

示す複合面構造（P面，R1面）

は，変位センスが認められる

主なものを記載。
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２-104

フィリプサイト脈は，R1面を横切って分布し，変位・変形は認
められない。R1面を横切って分布するフィリプサイトの微小結
晶集合体に破壊は認められない（本編資料P.2-106参照）。

フィリプサイト脈は，最新面(Y面)を横切って分布し，変
位・変形は認められない。最新面を横切って分布する
フィリプサイトの微小結晶集合体に破壊は認められない
（本編資料P.2-105参照）。

• フィリプサイト脈は，最新ゾーンの東側（左下）で，最新面(Y面)を横切って分布し，変位・変形は認められない。

• さらに，フィリプサイト脈は，最新面(Y面) 及びR1面を含む最新ゾーンを横切って分布し，変位・変形は認められ
ない。

• フィリプサイト脈中のフィリプサイトの微小結晶集合体は，最新ゾーンの東側（左下）で最新面(Y面)を横切って
晶出し，フィリプサイトの微小結晶集合体の晶出後に破壊は認められない（本編資料P.2-105 詳細写真 b４参照）。

• フィリプサイト脈中のフィリプサイトの微小結晶集合体は，最新ゾーンの西側（右上）で，R1面を横切って晶出し，
フィリプサイトの微小結晶集合体の晶出後に破壊は認められない（本編資料P.2-106 詳細写真 b５参照）。

• 以上のことから，フィリプサイト脈形成以降の断層活動はないと判断される。

金川(2011)１）を左右反転

② b) 薄片B（14/17）：最新面を横切るフィリプサイト脈の変位・変形の有無の評価（1/3）：薄片観察（1/3）

ニコル振動方向

回転角30°

R1 P

P

R1

R1

P R1

R1

P

P

R1

P

詳細写真 ｂ３ 薄片(クロスニコル）＊

詳細写真 ｂ４
（本編資料P.2-105参照）

詳細写真 ｂ５
（本編資料P.2-106参照）

フィリプサイト脈及
びフィリプサイトの
微小結晶集合体

粘土鉱物が強い
配向を示す断層
内物質

岩片・鉱物片

スケッチ 凡例

薄片作製時の
分離面

粘土鉱物の配向が
弱い断層内物質

最新ゾーン



2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（72/93)
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詳細写真 ｂ４ 薄片（オープンニコル）解釈線なし 詳細写真 ｂ４ 薄片（オープンニコル）解釈線有り

詳細写真 ｂ４ 薄片（クロスニコル）

② b) 薄片B（15/17）：最新面を横切るフィリプサイト脈の変位・変形の有無の評価（2/3）：薄片観察（2/3）

フィリプサイトの微小結晶集合体

注） 最新面のわずかなずれの理由については，本編資料P.2-101, 2-102参照。

• 詳細写真ｂ４では，フィリプサイト脈は最新面(Y面)を横切って分布し，
変位・変形は認められない。

• 最新面(Y面)にはフィリプサイト脈を挟んでわずかにずれが認められる
が，それぞれの最新面(Y面)の延長部のフィリプサイト脈中のフィリプサ
イトの微小結晶集合体は，最新ゾーンの内部と外部で性状に違いはな
く，最新ゾーン形成後の再結晶や破壊は認められない。

• したがって，フィリプサイト脈形成以降の断層活動はないと判断される。

ニコル振動方向

回転角30°

薄片作製時の分離面

微細な割れ目の開口方向

フィリプサイトの
微小結晶集合体の外周

フィリプサイト脈
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0 0.1mm
詳細写真 ｂ５ 薄片（オープンニコル）解釈線なし

詳細写真 ｂ５ 薄片（クロスニコル）

② b) 薄片B（16/17）：最新面を横切るフィリプサイト脈の変位・変形の有無の評価（3/3）：薄片観察（3/3）

0 0.1mm
詳細写真 ｂ５ 薄片（オープンニコル）解釈線有り

R1

P

R1

R1

P

R1

R1

R1

フィリプサイトの微小結晶集合体

ニコル振動方向

回転角30°

• 詳細写真ｂ５では，フィリプサイト脈は，最新面(Y面)形成に伴う複合面構造
の一つであるR1面を横切って分布し，変位・変形は認められない。

• R1面はフィリプサイト脈を挟んで分布するが，フィリプサイト脈中のフィリプ
サイトの微小結晶集合体は，最新ゾーンの内部と外部で性状に違いはなく，
最新ゾーン形成後の再結晶や破壊は認められない。

• したがって，フィリプサイト脈形成以降の断層活動はないと判断される。

金川(2011)１）を左右反転微細な割れ目の開口方向

フィリプサイトの
微小結晶集合体の外周

フィリプサイト脈



2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（74/93)

② b) フィリプサイト脈と断層の最新面との関係による評価：
薄片B（17/17）：まとめ

【フィリプサイト脈の確認】

X線分析及び薄片観察により，フィリプサイト脈を確認した。
• X線分析により，断層内物質中にフィリプサイトが検出される。

• 薄片観察により，粘土状破砕部中に低屈折率及び低複屈折のフィリプサイトが脈状に連なるフィリプサイト脈を確認した。

【最新面の認定】

薄片観察により，粘土状破砕部において，粘土鉱物の配列等による右横ずれセンスを示す複合面構造が卓越し
て認められ，直線的に連続する幅約0.2ｍｍ～約0.3ｍｍの部分を，最新ゾーンとして認定し，最新ゾーンに含まれ
る最も直線性・連続性が認められる面を最新面(Y面)として認定した。

【最新面を横切るフィリプサイト脈の変位・変形の有無の評価】

• フィリプサイト脈は，最新面(Y面)を横切って分布し，変位・変形は認められない。
• フィリプサイト脈は，最新面(Y面)及びR1面を含む最新ゾーンを横切って分布し，変位・変形は認められない。
• フィリプサイト脈中のフィリプサイトの微小結晶集合体は，最新ゾーン内部に発達する最新面(Y面)やR1面を横
切って晶出し，フィリプサイトの微小結晶集合体の晶出後に破壊は認められない。

• したがって，フィリプサイト脈形成以降の断層活動はないと判断される。

薄片Bの観察によりフィリプサイト脈は最新面を横切って分布し，変位・変形は認められない
ことから，前期更新世に生成したフィリプサイト脈の形成以降の断層活動はなく，sF-１断層
は後期更新世以降の活動はないと判断される。

２-107



（余白）
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薄片Cの試料を対象に，フィリプサイト脈の確認（X線分析，EPMA分析，薄片観察），最新面
の認定（薄片観察）及び最新面に接するフィリプサイト脈の変位・変形の有無の評価（薄片観
察）を実施する。

２-109

② b) フィリプサイト脈と断層の最新面との関係による評価：
薄片C（1/17）：評価の流れ

フィリプサイト脈の確認
【X線分析，EPMA分析，薄片観察】

薄片A

断層の最新面の認定
【薄片観察】

（本編資料P.2-68～P.2-77参照）

（本編資料P.2-79～P.2-82参照）

最新面を横切るフィリプサイト脈の
変位・変形の有無の評価

【薄片観察】

（本編資料P.2-83～P.2-87参照）

フィリプサイト脈の確認
【X線分析，薄片観察】

薄片B

断層の最新面の認定
【薄片観察】

（本編資料P.2-90～P.2-96参照）

（本編資料P.2-98～P.2-102参照）

最新面を横切るフィリプサイト脈の
変位・変形の有無の評価

【薄片観察】

（本編資料P.2-104～P.2-106参照）

フィリプサイト脈の確認
【X線分析，EPMA分析，薄片観察】

薄片C

断層の最新面の認定
【薄片観察】

（本編資料P.2-110～P.2-118参照）

（本編資料P.2-119～P.2-122参照）

最新面に接するフィリプサイト脈の
変位・変形の有無の評価

【薄片観察】

（本編資料P.2-123，2-124参照）



② b) 薄片C（2/17）：フィリプサイト脈の確認（1/9）：X線分析

ボーリングコア写真

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

２-110

IT-P-3-i孔（深度０ｍ～１ｍ区間） 薄片試料採取区間： 0.57ｍ～0.67ｍ

フィリプサイトの確認のため，断層内物
質のX線分析を実施した。

• 薄片Cの試料を採取したIT-P-3-i孔で
は，断層面（粘土状破砕部）は淡灰色
火山礫凝灰岩と凝灰角礫岩の境界に
分布し，断層内物質を挟在する。

• 断層内物質のX線分析（不定方位）の
結果，フィリプサイトに特徴的な回折
ピーク（2θ=12.44°，17.57°等，補足
説明資料P.2-56参照）が認められる。

ICDD (2015)７） phillipsite-K (00-046-1427) に基づいて作成。

断層内物質のX線分析結果（不定方位）
（斜長石と著しく重複するフィリプサイトの回折ピークを省略）

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（76/93)

X線分析試料採取区間
（コア表面付近の断層内
物質を採取）

凡 例

断層面
（粘土状破砕部）

2θ CuKα (deg.)



CT画像（鉛直断面）

W E

凝灰角礫岩 淡灰色火山礫凝灰岩

10cm0

薄片作製反対側の半割コア研磨片（鉛直断面）

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（77/93)

凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰
角礫岩 淡灰色火山礫

凝灰岩

薄片作製相当位置

EPMA用薄片
作製相当位置

2cm0

半割コアと
② b) 薄片C作製試料

W

E E

凝灰
角礫岩淡灰色火山礫

凝灰岩

薄片作製位置

EPMA用薄片
作製位置（約3mm奥）

反対側半割コア
（試料作製投影位置）

フィリプサイト脈の確認のため，EPMA用薄片を作製する。

• IT-P-3-i孔のコア及びCT画像から，淡灰色火山礫凝灰岩と凝灰角礫岩の境界に断層面
（粘土状破砕部）が認められる。

• X線分析により，粘土状破砕部の断層内物質でフィリプサイトが検出された深度0.57ｍ～
0.67ｍ区間（本編資料P.2-110参照）で試料を採取し，EPMA用薄片を作製した。

IT-P-3-i孔（０ｍ～１ｍ区間） 薄片試料採取区間： 0.57ｍ～0.67ｍ

ボーリングコア写真

粘土状破砕部

粘土状破砕部

粘土状破砕部粘土状破砕部

② b) 薄片C（3/17）：フィリプサイト脈の確認（2/9）：EPMA分析（1/4）：EPMA用薄片作製

断層面
（粘土状破砕部）

断層面
（粘土状破砕部）

断層面
（粘土状破砕部）

断層面
（粘土状
破砕部）

上

上

２-111



EPMA組成像

凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

粘土状破砕部

粘土状破砕部

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（78/93)

オープンニコル画像を拡大

EPMA用薄片
（クロスニコル）

EPMA用薄片
(オープンニコル）

EPMA用薄片
(クロスニコル）

EPMA用薄片(オープンニコル）

2cm0

2mm0

0 0.5mm

粘土状
破砕部

２-112

• EPMA用薄片では，粘土状破砕部近傍
の凝灰角礫岩中に，オープンニコルでや
や褐色を帯びた灰色を呈し，クロスニコ
ルで暗色を呈する低屈折率・低複屈折
（補足説明資料P.2-56参照）のフィリプサ
イトが脈状に連なるフィリプサイト脈が認
められ，微細な割れ目をフィリプサイトの
結晶が充填している。

• EPMA分析*による組成像でも，薄片と
同じ位置にフィリプサイト脈が認められる。

0 0.5mm

凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

② b) 薄片C（4/17）：フィリプサイト脈の確認（3/9）：EPMA分析（2/4）：EPMA用薄片観察

→上

W

E

フィリプサイト脈の両端

*：EPMA分析は，日本電子株式会社製 JXA-8230 を使用した。
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組成像

Al2O3

CaOK2O Na2O

Ph

Ph

Ph

Ph

Ph

Ph

Ph

Ph

Ph

Ph

Ph

Ph

Ph

Ph

Ph

Ph

Ph

Ph

Pl

Pl

Pl

Pl

Pl

Pl

Pl(Ab) Pl(Ab)

Qz

Qz

Pl(Ab)

Pl

Pl

Pl

Qz

Qz

0.5mm0

２-113

EPMA分析による元素マップ
SiO2

• EPMA分析の結果，薄片観察で確認されたフィリプサイト脈には，
K2O・Na2Oがそれぞれ約５％～約８％，SiO2が約50％～約60％，Al2O3

が約18％～約20％含まれ，CaO及び他の主要化学成分（本編資料P.2-
114参照）はほとんど検出されない。

• 薄片観察で確認されたフィリプサイト脈の化学組成は文献に示された
KとNaに富むフィリプサイトの化学組成とほぼ一致する。

② b) 薄片C（5/17）：フィリプサイト脈の確認（4/9）：EPMA分析（3/4）：元素マップ（1/2）

Pl ： 灰長石成分に富む斜長石 Pl(Ab) ： 曹長石成分に富む斜長石

：フィリプサイト脈の両端

Qz ： 石英

Ph ： 空孔内に生じたフィリプサイト

KとNaに富むフィリプサイトの化学組成 ICDD (2015)７） phillipsite-K (00-046
-1427) ：SiO2 52.07%，Al2O3 19.25%，Na2O 7.55%，K2O 5.84%，CaO 1.22%



Ph

Ph

Ph

SO3

Ph

Ph

Ph

MgO

Ph

Ph

Ph

Ph

Ph

Ph

Ph

Ph

Ph

0.5mm0

TiO2 FeO MnO

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（80/93)

EPMA分析による元素マップ

EPMA分析の結果，薄片観察で確認されたフィリプサイト脈には，その他の主要
化学成分はほとんど検出されない。

② b) 薄片C（6/17）：フィリプサイト脈の確認（5/9）：EPMA分析（4/4）：元素マップ（2/2）

：フィリプサイト脈の両端 Ph ： 空孔内に生じたフィリプサイト

KとNaに富むフィリプサイトの化学組成 ICDD (2015)７） phillipsite-K (00-046
-1427) ：SiO2 52.07%，Al2O3 19.25%，Na2O 7.55%，K2O 5.84%，CaO 1.22%

２-114



W E

凝灰角礫岩 淡灰色火山礫凝灰岩

CT画像（鉛直断面）

ボーリングコア写真

10cm0

薄片作製反対側の半割コア研磨片（鉛直断面）

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（81/93)

IT-P-3-i孔（０ｍ～１ｍ区間）

凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰
角礫岩 淡灰色火山礫

凝灰岩

薄片作製相当位置

EPMA用薄片
作製相当位置 2cm0

半割コアと
薄片C作製試料

W

E E

凝灰
角礫岩淡灰色火山礫

凝灰岩

薄片作製位置

EPMA用薄片
作製位置（約3mm奥）

反対側半割コア
（試料作製投影位置）

薄片試料採取区間： 0.57ｍ～0.67ｍ

フィリプサイト脈の確認のため，薄片観察用の薄片を作製する。

• IT-P-3-i孔のコア観察及びCT画像解析から，淡灰色火山礫凝灰岩と凝灰角礫岩の境界に断
層面（粘土状破砕部）が認められる。

• X線分析により，粘土状破砕部の断層内物質でフィリプサイトが検出された深度0.57ｍ～0.67ｍ
区間（本編資料P.2-110参照）で試料を採取し，薄片Cを作製した。

粘土状破砕部

粘土状破砕部

② b) 薄片C（7/17）：フィリプサイト脈の確認（6/9）：薄片観察（1/4）：薄片作製

粘土状破砕部粘土状破砕部

断層面
（粘土状破砕部）

断層面
（粘土状破砕部）

断層面
（粘土状破砕部）

断層面
（粘土状破砕部）

上

上

２-115



2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（82/93)

粘土状
破砕部

粘土状
破砕部

粘土状
破砕部

粘土状
破砕部

薄片（チップ北面を南から見る，左:オープンニコル，右：クロスニコル）

薄片作製後のチップ
(チップ北面を北から見た画像を左右反転)

2cm0

→上

W

E

粘土状破砕部

粘土状破砕部

W

E

凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

→上 • IT-P-3-i孔の深度0.57ｍ～0.67ｍ区
間の半割コアから粘土状破砕部を鉛
直方向に横断する薄片Cを作製した。

• チップと薄片の画像では，直線的で
明瞭な粘土状破砕部が認められる。

② b) 薄片C（8/17）：フィリプサイト脈の確認（7/9）：薄片観察（2/4）

→上

２-116

W

E



2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（83/93)

→上

W
↑

↓
E

粘土状破砕部

1mm0

粘土状破砕部

淡灰色火山礫凝灰岩

淡灰色火山礫凝灰岩

薄片(オープンニコル）

薄片(クロスニコル）

拡大範囲

→上

W

E

凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

2cm0
薄片
（クロスニコル）

粘土状
破砕部

最新ゾーン

粘土状
破砕部

粘土状破砕部中には，断層面に沿う方向とそれと直交する方向に，オープンニコルでやや褐色を帯びた灰色を呈し，クロ
スニコルで暗色を呈する低屈折率・低複屈折（補足説明資料P.2-56参照）のフィリプサイトが脈状に連なるフィリプサイト脈
が認められる。

拡大写真位置（本編資料P.2-118参照）

→上

W
↑

↓
E

② b) 薄片C（9/17）：フィリプサイト脈の確認（8/9）：薄片観察（3/4）

最新ゾーン

最新ゾーン

２-117

最新ゾーン

フィリプサイト脈の両端

最新面(Y面)

薄片作製時に 最新ゾーン内の
粘土質物質が逸失した区間



フィリプサイトの
微小結晶集合体の外周

フィリプサイト脈

拡大写真 薄片(オープンニコル）解釈線有り

→上

W
↑

↓
E淡灰色火山礫凝灰岩

フィリプサイトにより充填されていない割れ目の空隙

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（84/93)

0 0.5mm

→上

W
↑

↓
E

拡大写真 薄片(オープンニコル）解釈線なし

フィリプサイト脈が最新ゾーンに接する区間

粘土状破砕部中には，オープンニコルでやや褐色を帯びた灰色を呈し，クロスニコルで暗色を呈する低屈折率・低複屈折（補
足説明資料P.2-56参照）のフィリプサイトが脈状に連なるフィリプサイト脈が認められる（クロスニコルの薄片写真は本編資料
P.2-122参照）。

② b) 薄片C（10/17）：フィリプサイト脈の確認（9/9）：薄片観察（4/4）

最新ゾーン 最新ゾーン

２-118



最新面の認定のため，粘土状
破砕部の薄片観察を行った。

• 粘土状破砕部において，最新
ゾーン上側（写真右側）では，
粘土鉱物の配列等が卓越し，
直線的に連続する幅約0.2ｍｍ
程度の最新ゾーンが認められ，
最新ゾーンに含まれる最も直
線性・連続性が認められる面を
最新面(Y面)として認定した。

• 最新ゾーン中央～下側（写真
中央～左側）では，最新ゾーン
幅と同程度の開口幅を持つ割
れ目＊が認められ，最新ゾーン
東側及び西側の面に沿って薄
い粘土質物質が確認できる（本
編資料P.2-122参照）ことから，
薄片作製時に最新ゾーン内の
粘土質物質が逸失した区間と
判断され，最新ゾーンとして認
定可能である。東側及び西側
の面に沿う薄い粘土質物質は
最新面の可能性のあるY面とし
て認定できる。

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（85/93)

→上

W
↑

↓
E

1mm0

薄片(オープンニコル）

薄片(クロスニコル）

拡大範囲

→上

W

E

凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

2cm0
薄片
（クロスニコル）

最新
ゾーン

最新
ゾーン

拡大写真位置（本編資料P.2-121, 2-122参照）

→上

W
↑

↓
E

② b) 薄片C（11/17）：断層の最新面の認定（1/4）：薄片観察（1/4）

粘土状
破砕部

粘土状
破砕部

粘土状破砕部

粘土状破砕部

淡灰色火山礫凝灰岩

淡灰色火山礫凝灰岩

最新
ゾーン

最新
ゾーン

２-119

注） 最新ゾーン上側（写真右側）には，薄片作製時の分離により，最新面
(Y面)の認定が困難な部分があるが，最新ゾーンの認定は可能である。

フィリプサイト脈の両端 最新面(Y面)

薄片作製時に 最新ゾーン内の
粘土質物質が逸失した区間



2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（86/93)
２-120

最新ゾーン

回転写真 薄片（クロスニコル） 時計回りにステージを 0°回転

回転写真 薄片（クロスニコル） 時計回りにステージを 30°回転

回転写真 薄片（クロスニコル） 時計回りにステージを 60°回転 2mm0

→上

W

E

凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

2cm0薄片
（クロスニコル）

最新ゾーン

最新ゾーン

ニコル振動方向

回転角0°

② b) 薄片C（12/17）：断層の最新面の認定（2/4）：薄片観察（2/4）

粘土状
破砕部

粘土状
破砕部

拡大写真位置（本編資料P.2-121, 2-122参照）

• クロスニコル下でステージを
回転することにより，最新ゾー
ンでは，周囲の粘土状破砕部
に比べて，粘土鉱物の配列が
卓越して認められる。

• 回転角30°の薄片写真の右
側では，粘土鉱物の配列が直
線的に連続し，幅約0.2ｍｍの
最新ゾーンが認定される。

• 最新ゾーン中央～下側（写真
中央～左側）では，最新ゾーン
幅と同程度の開口幅を持つ割
れ目＊が認められ，最新ゾーン
東側及び西側の面に沿って薄
い粘土質物質が確認できる（本
編資料P.2-122参照）ことから，
薄片作製時に最新ゾーン内の
粘土質物質が逸失した区間と
判断され，最新ゾーンとして認
定可能である。東側及び西側
の面に沿う薄い粘土質物質は
最新面の可能性のあるY面とし
て認定できる。

＊： 薄片作製時に最新ゾーン内の粘土質物質が逸失した区間。

**

ニコル振動方向

回転角60°

ニコル振動方向

回転角30°



フィリプサイトの
微小結晶集合体の外周

フィリプサイト脈

最新面の
可能性のあるY面

（最新ゾーンの両側にみられる
直線的でごく薄い粘土質物質の
部分とした）

拡大写真 薄片(オープンニコル）解釈線有り

→上

W
↑

↓
E淡灰色火山礫凝灰岩

粘土状破砕部

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（87/93)

0 0.5mm

２-121

→上

W
↑

↓
E

拡大写真 薄片(オープンニコル）解釈線なし

フィリプサイト脈が最新ゾーンに接する区間

② b) 薄片C（13/17）：断層の最新面の認定（3/4）：薄片観察（3/4）

最新ゾーン 最新ゾーン

• 粘土状破砕部において，粘土鉱物の配列が卓越して認められ，直線的に連続する幅約0.2ｍｍ程度の部分を最新ゾーンとして認定した
（本編資料P.2-119，2-120参照）。

• フィリプサイト脈が最新ゾーンに接する区間では，最新ゾーンの東側及び西側の面に沿って最新面の可能性のあるY面が認定できる。
このうち，西側の面に沿うY面を最新面とすると，フィリプサイト脈を後述の活動性評価に用いることは可能と判断される。



フィリプサイト脈及
びフィリプサイトの
微小結晶集合体

粘土鉱物が強い
配向を示す断層
内物質

岩片・鉱物片

粘土鉱物の配向
が弱い断層内物
質

スケッチ 凡例

淡灰色火山礫凝
灰岩

薄片作製時の
分離面

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（88/93)

拡大写真 薄片(クロスニコル）

薄片スケッチ

２-122

→上

W
↑

↓
E

0 0.5mm

フィリプサイト脈が最新ゾーンに接する区間

淡灰色火山礫凝灰岩

0 0.5mm

粘土状破砕部

最新ゾーンの両側にみられる直線的でごく薄い粘土質物質*

→上

W
↑

↓
E

② b) 薄片C（14/17）：断層の最新面の認定（4/4）：薄片観察（4/4）

最新ゾーン 最新ゾーン

最新ゾーン 最新ゾーン

• 粘土状破砕部において，粘土鉱物の配列が卓越して認められ，直線的に連続する幅約0.2ｍｍ程度の部分を，最新ゾーンとして
認定した（本編資料P.2-119，2-120参照）。

• フィリプサイト脈が最新ゾーンに接する区間では，最新ゾーンの東側及び西側の面に沿って最新面の可能性のあるY面が認定で
きる。このうち，西側の面に沿うY面を最新面とすると，フィリプサイト脈を後述の活動性評価に用いることは可能と判断される。

＊： 薄片作製時に最新ゾーン内の
粘土質物質が逸失。

フィリプサイト脈の両端

最新面の
可能性のあるY面

（最新ゾーンの両側にみられる
直線的でごく薄い粘土質物質の
部分とした）



フィリプサイト脈及
びフィリプサイトの
微小結晶集合体

粘土鉱物が強い
配向を示す断層
内物質

岩片・鉱物片

粘土鉱物の配向
が弱い断層内物
質

スケッチ 凡例

淡灰色火山礫凝
灰岩

薄片作製時の
分離面

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（89/93)

拡大写真 薄片(クロスニコル）

薄片スケッチ

２-123

0 0.5mm
淡灰色火山礫凝灰岩

0 0.5mm

粘土状破砕部

最新ゾーンの両側にみられる直線的でごく薄い粘土質物質*

• フィリプサイト脈が最新ゾーンに接する区間では，最新ゾーン西側の面に沿うY面を最新面(Y面)とすると，フィリプサイト脈は最新面(Y面)に接して
分布する。

• フィリプサイト脈中のフィリプサイトの微小結晶集合体は，最新面の可能性のあるY面に接して晶出し，フィリプサイトの微小結晶集合体の晶出後
に破壊は認められない（本編資料P.2-124参照）。

• 以上のことから，フィリプサイト脈は最新面の可能性のあるY面を横切っていないものの，最新面の可能性のあるY面に接するフィリプサイトの微
小結晶集合体に破壊がないことから，フィリプサイト脈形成以降の断層活動はないと判断される。

② b) 薄片C（15/17）：最新面に接するフィリプサイト脈の変位・変形の有無の評価（1/2）：薄片観察（1/2）

詳細写真 ｃ１（本編資料P.2-124参照）

最新ゾーン 最新ゾーン

最新ゾーン 最新ゾーン

→上

W
↑

↓
E

→上

W
↑

↓
E

フィリプサイト脈が最新ゾーンに接する区間

＊： 薄片作製時に最新ゾーン内の
粘土質物質が逸失。

フィリプサイト脈の両端

最新面の
可能性のあるY面

（最新ゾーンの両側にみられる
直線的でごく薄い粘土質物質の
部分とした）



粘土状破砕部

詳細写真 ｃ３

0 0.1mm

→上

W
↑

↓
E

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（90/93)

0 0.05mm

0 0.05mm

２-124

• 最新面の可能性のあるY面に接する区間において，フィリプサイト脈中のフィリプサイトの微小結晶集合体に破壊は認められない（詳細写真ｃ１及び詳細
写真ｃ２）。

• フィリプサイトの微小結晶集合体には，最新面の可能性のあるY面から直交方向に晶出するものが多く認められ，最新面の可能性のあるY面に平行な方
向への配列は認められない（詳細写真ｃ３）。

• したがって，最新ゾーン西側の面に沿うY面を最新面とすると，フィリプサイト脈形成以降の断層活動はないと判断される。

詳細写真ｃ１ 薄片(オープンニコル）

詳細写真 ｃ２

詳細写真 ｃ３

フィリプサイトの微小結晶集合体 最新面の可能性のあるY面上から
直交方向に晶出するフィリプサイトの微小結晶集合体

② b) 薄片C（16/17）：最新面に接するフィリプサイト脈の変位・変形の有無の評価（2/2）：薄片観察（2/2）

最
新

ゾ
ー

ン

フィリプサイトの
微小結晶集合体の外周

フィリプサイト脈

最
新

ゾ
ー

ン

最新面の可能性のあるY面

最新面の可能性のあるY面

最新面の可能性のあるY面

フィリプサイトの
微小結晶集合体

詳細写真 ｃ２



2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（91/93)

② b) フィリプサイト脈と断層の最新面との関係による評価：
薄片C（17/17）：まとめ

【フィリプサイト脈の確認】

X線分析，EPMA分析及び薄片観察により，フィリプサイト脈を確認した。
• X線分析により，断層内物質中にフィリプサイトが検出される。

• EPMA分析により，EPMA用薄片で観察されるフィリプサイト脈は，元素マップでKとNaに富むフィリプサイトの化学組成に一致するこ
とを確認した。

• 薄片観察により，粘土状破砕部中に低屈折率及び低複屈折のフィリプサイトが脈状に連なるフィリプサイト脈を確認した。

【最新面の認定】
• 薄片観察により，粘土状破砕部において，最新ゾーン上側では，粘土鉱物の配列が卓越して認められ，直線的に
連続する幅約0.2ｍｍ程度の部分を，最新ゾーンとして認定し，最新ゾーンに含まれる最も直線性・連続性が認めら
れる面を最新面(Y面)として認定した。

• 最新ゾーン中央～下側のフィリプサイト脈が最新ゾーンに接する区間では，粘土質物質が逸失している割れ目の
東側及び西側の面に沿って薄い粘土質物質が確認され，最新面の可能性のあるY面として認定できる。

【最新面に接するフィリプサイト脈の変位・変形の有無の評価】

• フィリプサイト脈は，最新面の可能性のあるY面に接して分布する。
• フィリプサイト脈中のフィリプサイトの微小結晶集合体は，最新面の可能性のあるY面に接して晶出し，フィリプサイ
トの微小結晶集合体の晶出後に破壊は認められない。

• したがって，最新ゾーン西側の面に沿うY面を最新面とすると，フィリプサイト脈形成以降の断層活動はないと判断
される。

薄片Cの観察では，フィリプサイト脈が最新面の可能性のあるY面に接して分布し，そのフィリプサイト脈中
のフィリプサイトの微小結晶集合体に破壊は認められない。
このフィリプサイト脈は最新面の可能性のあるY面を横切っていないものの，最新面の可能性のあるY面に
接するフィリプサイトの微小結晶集合体に破壊がないことから，フィリプサイト脈の形成以降の断層活動は
ないと判断される。
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② フィリプサイト脈による活動性評価：まとめ

a) sF-１断層沿いの検討試料選定（本編資料P.2-56～P.2-63参照）

• sF-１断層沿いに試料採取ボーリング（28孔）を掘削し，コアの断層内物質のX線分析によりフィリプサイトを確認し，薄片を作製した。

• このうち，鉱物脈法に用いる試料として３枚の薄片（A，B，C）を選定した。

b) フィリプサイト脈と断層の最新面との関係による評価（本編資料P.2-65～P.2-125参照）

コア観察，CT画像解析及び研磨片観察により断層面を確認して作製した３薄片（A，B，C）を用いて，フィリプサイト脈の確認，断層の最
新面の認定及びフィリプサイト脈と最新面との関係を確認し，sF-１断層の活動性を評価した。

【フィリプサイト脈の確認】

X線分析により断層内物質中にフィリプサイトが検出され，EPMA分析及び薄片観察により断層内物質中にフィリプサイト脈を確認した。

【最新面の認定】

薄片観察により，粘土状破砕部において，粘土鉱物の配列が顕著で複合面構造が多く認められる幅約0.2ｍｍ～約0.3ｍｍの直線的
に連続する部分を最新ゾーンとし，最新ゾーンに含まれる最も直線性・連続性が認められる面を最新面(Y面)として認定した。

【最新面を横切るフィリプサイト脈の変位・変形の有無の評価】

• 薄片A及び薄片Bにおいて，フィリプサイト脈は最新面(Y面)を横切って分布し，変位・変形は認められないこと，さらに，フィリプサイト
脈は最新面(Y面)を含む最新ゾーンを横切って分布し，変位・変形は認められないことから，前期更新世に生成したフィリプサイト脈の
形成以降の断層活動はなく，sF-１断層は後期更新世以降の活動はないと判断される。

• なお，薄片Cにおいて，フィリプサイト脈が最新面の可能性のあるY面に接して分布し，そのフィリプサイト脈中のフィリプサイトの微小
結晶集合体に破壊は認められない。このフィリプサイト脈は最新面の可能性のあるY面を横切っていないものの，最新面の可能性の
あるY面に接するフィリプサイトの微小結晶集合体に破壊がないことから，フィリプサイト脈の形成以降の断層活動はないと判断され
る。

フィリプサイト脈は最新面を横切って分布し変位・変形は認められないことから，前期更新世に生成した
フィリプサイト脈の形成以降の断層活動はなく，sF-１断層は後期更新世以降の活動はないと判断される
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まとめ

sF-１断層は震源として考慮する活断層に該当しない

①鉱物脈法の適用性の検討

敷地の熱水変質鉱物の調査により，鉱物脈法に用いることができる熱水変質鉱物として，広い範囲に分布し
割れ目に生成するフィリプサイトを確認した。

熱史に基づく熱水変質時期の検討により，フィリプサイトは後期更新世より古い時期の熱水変質により生成し
たと判断されることから，微細な割れ目を充填するフィリプサイト脈を鉱物脈法による評価に用いる。

②フィリプサイト脈による活動性評価

３つの薄片を用いて，フィリプサイト脈の確認，断層の最新面の認定及びフィリプサイト脈と最新面との関係を
確認し，sF-１断層の活動性を評価した。

フィリプサイト脈は最新面を横切って分布し，変位・変形は認められないことから，前期更新世に生成したフィ
リプサイト脈の形成以降の断層活動はなく，sF-１断層は後期更新世以降の活動はないと判断される。

2.2.1 sF-１断層 （2）鉱物脈法による活動性評価（93/93)
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フィリプサイト脈を用いた鉱物脈法の適用が可能

フィリプサイト脈は最新面を横切って分布し変位・変形は認められないことから，前期更新世に生成した
フィリプサイト脈の形成以降の断層活動はなく，sF-１断層は後期更新世以降の活動はないと判断される




